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国
保
減
免
国
が
半
額
負
担

厚
労
省
運
用
の
新
基
準
通
知

厚
生
労
働
省
は
１３
日
、

国
民
健
康
保
険

（国
保
）

の
患
者
負
担
を
減
額
・
免

除
す
る
市
町
村
の
制
度
に

か
ん
す
る
新
た
な
基
準
を

示
す
通
知
を
出
し
ま
し

た
。

同
省
は
、

新
基
準
に

よ
る
減
免
額
の
２
分
の
１

を
国
が
特
別
調
整
交
付
金

で
負
担
す
る
方
針
を
表
明

し
て
い
ま
す
。

国
保
法
４４
条
は
患
者
負

担

（現
役
世
代
３
割
・
高

齢
者
１
～
３
割
）
の
減
免

を
市
町
村
が
行
え
る
と
定

め
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ

れ
ま
で
、

国
に
よ
る
具
体

的
な
運
用
基
準
や
財
政
支

援
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
め
、

減
免
制

度
を
も
た
な
い
市
町
村
が

半
数
近
く
に
上
っ
て
い
ま

す
。今

回
の
厚
労
省
通
知

は
、

災
室
甲
廃
業
・失
業
な

ど
で
収
入
が
生
活
保
護
基

準
以
下
に
急
減
し
、

預
貯

金
が
生
活
保
護
基
準
の
３

カ
月
以
下
で
あ
る
世
帯
を

減
免
の
対
象
と
す
る
と
い

う
基
準
を
示
し
ま
し
た
。

減
免
の
期
間
は
１
カ
月

ご

と

の

更

新

制

で

、

３

カ

月

ま

で
を

標

準

と

し

ま

し

た

。

３

カ

月

に
制

限

は

し

な

い

も

の

の

、
減

免

が

長

期

に

及

ぶ

場

合

は

必

要

に

応

じ

て

生

活

保
護

な

ど

の

国
民
健
康
保
険

（国

保
）
の
患
者
負
担
の
減
免

制
度
に
つ
い
て
厚
労
省
が

新
基
準
を
出
す
の
に
先
立

利
用
が
可
能
に
な
る
よ

う
、

福
祉
部
局
と
の
運
携

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。国

保
の
患
者
負
担
の
減

免
制
度
に
つ
い
て
は
、
日

本
共
産
党
の
小
池
晃
前
参

院
議
員
が
昨
年
、
「自
治

体
の
半
数
近
く
で
制
度
が

な
い
の
は
問
題
だ
」
（６

月
１８
日
、

参
院
厚
生
労
働

委
員
会
）
と
追
及
。

国
の

買
任
で
財
政
支
援
も
行
っ

て
制
度
の
拡
充
を
図
る
よ

う
求
め
、

舛
添
要
一
厚
労

相

（当
時
）
が

「負
担
分

の
半
分
を
国
が
み
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
検
討
し
て

い
る
」
と
答
弁
し
て
い
ま

し
た
。

市
町
村
で
上
積
み
可
能

国
保
減
免
田
村
議

員
に
厚
労
省
答
弁

咋中↓弟坤的時的中］一却寿串中幸中申中印中

熱
中
症
か
ら
低
所
得
者
守
れ

日
本
共
産
党
の
回
村
智

子
議
員
は
１３
日
の
参
院
厚

生
労
働
委
員
会
で
、

熱
中

症
に
よ
る
死
亡
者
を
出
さ

な
い
た
め
に
、

生
活
保
護

の
夏
季
加
算
や
シ
ェ
ル
タ

ー

（避
難
所
）
設
置
な
ど

の
新
た
な
対
策
を
行
う
よ

う
求
め
ま
し
た
。

田
村
氏
は
、

厚
労
省
が

行
っ
て
い
る
予
防
法
の
同

知
だ
け
で
は
被
害
を
防
げ

な
い
と
指
摘
。

経
済
的
な

理
由
で
ク
ー
ラ
ー
を
買
え

生活保護に夏季加算要求

参院委で田村議員

な
い
場
合
、

都
道
府
県
の

社
会
福
祉
協
議
会
の
生
活

行
」
福
祉
貸
付
金
を
利
用
で
き

革〕海碇詫陀湖判するよう

降
給筆施靴類惟礎騨藤腰

混
播
誕
築

円
定
温
度
は
３０
度
」な
ど
と

如
馳蒙肺乳嵯胞暢徒球黙

し
ま
し
た
。長

妻
昭
厚
労

相
は
「検
討
し
て
い
き
た

い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

日
村
氏
は
ま
た
、

人
工

透
析
を
受
け
て
水
分
補
給

を
制
限
さ
れ
て
い
る
９０
歳

の
高
齢
者
が
ク
ー
ラ
ー
の

な
い
部
屋
で
暮
ら
し
て
い

る
例
も
示
し
、

低
所
得
世

帯
に
は
従
来
の
方
法
を
超

え
た
支
援
が
必
要
だ
と
主

張
。

熱
中
症
シ
ェ
ル
タ
ー

設
置
や
高
齢
者
訪
間
活
動

な
ど
に
国
と
し
て
財
政
支

援
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し

た
。

長
妻
厚
労
相
は
ズ
シ

ェ
ル
タ
ー
の
）
重
要
性
は

認
識
し
て
い
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

質

問
す

る

田
村

智

子

議

員

Ｈ

‐３
日
、

参
院
厚
生
労
働
委

富
は
、

国
の
基
準
は

「最

低
限
」
を
示
す
も
の
で
、

市
町
村
が
自
主
的
に
上
積

み
を
行
う
こ
と
は

「望
ま

し
い
」
と
答
弁
し
ま
し

た
。国

保
の
患
者
負
担
は
重

く

（現
役
世
代
３
割
。
高

齢
者
１
～
３
割
）、
治
療

の
中
断
や
受
診
の
抑
制
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

国
は

昨
年
度
、

収
入
が
生
活
保

護
以
下
に
急
減
し
、

預
貯

金
が
生
活
保
護
の
３
カ
月

以
下
の
世
帯
を
対
象
に
減

免
の
モ
デ
ル
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
し
た
。

田
村
氏
は
、

国
が
減
免

制
度
の
新
基
準
を
示
す
に

あ
た
っ
て
は
、

非
正
規
雇

用
が
増
え
中
小
企
業
が
不

況
に
苦
し
む
中
で
、

恒
常

的
に
収
入
が
少
な
い
世
帝

も
対
象
と
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

足
立
政
務
宮
は

「福
祉
的

な
意
味
合
い
が
強
く
な

り
、

医
療
保
険
の
中
で
の

扱
い
だ
け
で
は
済
ま
な

い
」
と
否
定
的
な
考
え
を

表
明
。

日
村
氏
は
医
療
保

険
で
の
対
応
も
必
要
だ
と

反
論
し
ま
し
た
。

国
の
基
準
以
上
の
拡
充

を
自
治
体
が
行
え
る
こ
と

を
明
確
に
す
る
よ
う
田
村

氏
が
迫
る
と
、

足
立
氏
は

「市
町
村
の
自
主
性
を
担

保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

国
の
基
準
は
一
つ
の

最
低
限
で
、

上
積
み
を
市

町
村
が
行
う
の
は
望
ま
し

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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生
活
保
護
に
夏
季
加
算

冷雪
密

厚
労
相
、検

討
表
明

厚
生
労
働
省
は
１３
日
、

市
町
村

の
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
で

一

時
的
に
収
入
が
下
が

っ
た
際
に
医

療
費
の
窓
口
負
担
を
減
免
す
る
制

度
に
つ
い
て
、

「生
活
保
護
水
準

以
下
」
を
対
象
者
と
す
る
な
ど
の

基
準
を
都
道
府
県
に
通
知
し
た
。

た
だ
、

通
知
は
助
言
に
あ
た
り
、

具
体
的
な
ル
ー
ル
作
り
は
市
区
町

村
が
担
う
。

こ
れ
ま
で
減
免
基
準
が
あ
い
ま

い
で
、

制
度
を
運
用
し
な
い
自
治

体
も
あ
り
、

批
判
が
出
て
い
た
。

今
回
の
基
準
で
は
①
入
院
患
者

が
い
る
②
生
活
保
護
基
準
以
下
の

収
入
③
預
貯
金
が
生
活
保
護
の
３

カ
月
分
以
下
―
―

の
す
べ
て
を
満

た
す
世
帯

を
減
免
の
対
象

と
規

定

。
３
カ

月
ま

で
を
標
準

と
し

て
、

さ
ら
に
長
期
に
な
る
場
合
は

生
活
保
護
制
度
の
活
用
な
ど
も
検

討
す
る
こ
と
と
し
た
。

恒
常
的
な

長
妻
昭
厚
生
労
働
相
は
１３
日
の

参
院
厚
生
労
働
委
員
会
で
、

生
活

保
護
費
に
冷
房
費
な
ど
を
上
乗
せ

す
る
夏
季
限
定

の
加
算
に
つ
い

て
、

「
生
活
保
護
全
体
と
の
関
連

性
も
含

め

、
検
討

し
て
い
き

た

い
」
と
述
べ
、

導
入
を
検
討
す
る

考
え
を
示
し
た
。

田
村
智
子
氏

（
共
産
）

へ
の
答
弁
。

記
録
的
な
猛
署
の
中
、

ク
ー
ラ

ー
を
使
わ
ず
に
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
た
り
死
亡
し
た
り
す
る
ケ

ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。

生
活
保

護
に
は
、

１１
月
か
ら
３
月
に
か
け

て
暖
房
費
な
ど
と
し
て
支
給
額
に

上
乗
せ
さ
れ
る

「冬
季
加
算
」
が

あ
る
が
、

夏
季
加
算
は
な
い
。

長
妻
氏
は

「夏
の
電
力
消
費
が

ど
う
増
加
し
て
い
く
の
か
や
、

ク

ー
ラ
ー
の
保
有
率
も
正
確
に
把
握

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
」
と

言
及
。

冷
蔵
庫
や
テ
レ
ビ
な
ど
の

保
有
状
況
と
合
わ
せ
、

厚
労
省
が

生
活
保
護
世
帯
の
実
態
を
年
内
に

も
ま
と
め
、

電
力
代
補
助
な
ど
の

基
準
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

単

身
世
帯

の
冬
季
加
算

の
場

合
、

東
京
２３
区
で
月
額
３
０
９
０

円
、

札
幌
市
で
は
月
２
万
３
２
５

０
円
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。

低
所
得
者
も
対
象
と
す
る
よ
う
求

め
る
声
も
出
て
い
た
が
、

「
一
時
的

な
所
得
減
少
」
に
限
定
す
る
従
来

の
考
え
方
は
変
更
し
な
か

っ
た
。

ま
た
、

現
在
は
自
治
体
が
減
免

分
を
全
額
負
担
し
て
い
る
が
、

国

的韓
禁
蓬
酵
眺
鷲

夕
ヽ

。

対
象
は
「生
活
保
護
水
準
」厚労省通知


